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本研究では，地方都市における日常的な健康活動の促進に関わる要因を特定することを目的とする．そ

のため，自動車に依存した地方都市圏である徳島都市圏の居住者を対象としたWebアンケート調査を実施

して，個人属性，外出行動，日常運動，健康意識を把握した．徒歩移動時間，自転車移動時間，運動時間

について，一般化線形モデルであるワイブル回帰モデルを適用して，それぞれの健康活動に関わる要因を

特定した．この結果として，徒歩移動時間と自転車移動時間は相互に関連性があることがわかった．運動

有無に関しては，積極的運動意識との関連に有意な関係があった．したがって，運動意識を啓発すること

が身体活動の促進につながることが検証された．また，友人の運動が有意となっており，親しい他者の身

体活動が，日常的な運動に影響することが示された． 
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1. はじめに 

 

地方都市では自動車依存度が高く，日常的な移動によ

る身体活動が不足することが指摘されている1)．このた

め，日常的な運動に加えて，自転車・徒歩での移動によ

る健康活動促進が提唱されている2)．欧州では，健康増

進の観点から，徒歩・自転車への転換の促進が着目され

てきた3)．徒歩・自転車利用による健康効果の量的な把

握のための指針も提案されている4)．我が国でも「健康

意識」に働きかけるモビリティマネジメント（MM）が

試行されている5)．自動車依存度の高い地域でのMMに

おいても，環境意識だけでなく健康意識への働きかけが

有効である可能性が見いだされている6), 7)．一方，行動

科学の分野では，行動主体の準備状態に対応した支援の

在り方が示され，健康保持を目指した運動を促すために

適用されている8)．このように，健康的活動を促進する

ためには，個々の日常的な生活行動を把握した上で，そ

の状況に応じた適切な支援が必要となると考えられる． 

そこで本研究では，地方都市における日常的な健康活

動の促進に関わる要因を特定することを目的とする．そ

のため，自動車に依存した地方都市圏である徳島都市圏

の居住者を対象としたWebアンケート調査を実施して，

個人属性，外出行動，日常運動，健康意識を把握する．

この調査結果データを用いて，日常生活における外出行

動の現状として，徒歩移動時間分布および自転車移動時

間分布の特徴を整理する．また，日常的な運動の現状と

して，運動時間分布の特徴を整理する．日常生活におけ

る徒歩移動時間，自転車移動時間，運動時間に基づいて，

一般化線形モデルであるワイブル回帰モデルを適用して，

それぞれの健康活動に関わる要因を特定する． 

  

 

2. 健康活動に関わる実態の把握 

 

 地方都市の居住者を対象として，Webアンケート調査

を実施して，健康活動の実態を把握する． 

 

(1) 健康活動調査の概要 

本研究では，健康活動の実態を把握するために，Web

アンケート調査を実施した．調査対象を徳島県居住者と

し，個人属性，外出行動，日常運動，健康意識などに関

して質問を構成した．調査項目を表-1に示す．調査は

2015年11月に実施し，500サンプルを収集した．サンプ

ルの性別では男性が63%とやや多くなっている．また，

年齢階層では40歳代および50歳代が27%と比較的多い．

一方，20歳代および70歳代の割合は1割以下と低い．こ

れらのサンプルを対象として，健康活動の実態について

分析する． 



 

 

表-1  調査項目 

 
 

 

図-1  健康および運動に関する意識 

 

 健康意識の現状に関する回答割合を図-1に示す．「健

康への関心」については，肯定的な回答の割合が高く，

「健康面の不安」「生活習慣改善意向」「積極的運動意

向」の順に割合は減少する．健康への関心はあっても，

生活習慣の改善および運動につながっていない被験者が

存在することがわかる． 

 

(2) 外出行動の現状把握 

日常生活における外出行動の現状を把握する．通勤目

的での外出日数は週5日が40%と多く，次いで週6日が

14%となっている．通勤通学以外の外出目的での週間外

出日数の分布を図-2に示す．通勤以外の目的での外出日

数は週2日が32%と多く，次いで週1日が27%となってい

る。これは，通勤者が休日に外出する場合に対応してい

ると考えられる． 

外出時における徒歩移動時間の現状を把握する．徒歩

での外出のないサンプルが全体の25%（124サンプル）

を占めている．したがって，徒歩移動に関わる要因をと

らえるためには，徒歩での外出の有無および徒歩移動時

間分布について，それぞれ区分して分析する必要がある

と考えられる． 

そこで，徒歩での移動のないサンプルを除外し，徒歩

移動者376サンプルについて，日単位での徒歩移動時間 

 

図-2 通勤通学以外での週間外出日数 

 

 

図-3  徒歩移動時間の分布 

 

について10分単位に区分して，ヒストグラムを図-3に示

す．徒歩移動者の平均値23分，最大値180分で，徒歩で

の外出のないサンプルを除いても10分以内が47%（178

サンプル）で突出した分布形状となっている．  

つぎに，外出時における自転車移動時間の現状を把握

する．自転車での外出のないサンプルの割合は62%

（309サンプル）を占めている．したがって，自転車移

動に関しても，その要因をとらえるためには，自転車で

の外出の有無および自転車移動時間分布について，それ

ぞれに区分して分析する必要があると考えられる． 

そこで，自転車での移動のないサンプルを除外し，自

転車移動者191サンプルについて分析する．日単位での

自転車移動時間について10分単位に区分したヒストグラ

ムを図-4に示す． 
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図-4  自転車移動時間の分布 

 

自転車移動者の平均値30分，最大値300分で，10分以

内が35%（67サンプル）でやや突出するが，概ね時間に

応じて逓減する分布形状となっている．自転車移動者に

ついて，自転車移動時間と徒歩移動時間の相関をみてみ

ると，相関係数は0.313であり，強い相関はみられない． 

 

 (3) 日常的運動の現状把握 

健康に関連すると考えられる日常的な運動の現状を把

握する．週間運動日数の分布を図-5に示す．運動のない

被験者が40%（199サンプル）と最も多く，平均値1.9日

で，日数に応じて逓減している傾向がみられる． 

 つぎに，通勤通学など移動以外での日常的な運動の現

状に関して，複数選択を許容した回答割合を図-6に示す．

散歩36%，ジョギング11%，サイクリング7%，球技（野

球，サッカー等）14%であり，日常的運動のない割合は

40%となっている．したがって，運動に関しても，その

要因をとらえるためには，運動の有無および運動時間分

布について，それぞれに区分して分析する必要があると

考えられる． 

 そこで，日常的な運動の無いサンプルを除いて，通勤

通学など移動以外での運動時間の現状を把握する．週単

位での運動時間について50分単位に区分して，ヒストグ

ラムを図-7に示す．平均値117分で，全体としては時間

に応じて逓減する傾向もみられる．週間運動時間が1時

間以上であるサンプルは運動者の58%である． 

 関係者の日常的運動を認知している場合には，その影

響により運動を志向する可能性もあると考えられる．身

近な関係者（家族，友人，職場の同僚，近隣居住者）が

日常的に運動しているのを認知している割合を図-8に示

す． 家族の日常的運動を認知している割合が31%で最も

高く，その他の認知割合は1割程度である． 

 

 

図-5 週間運動日数 

 

図-6 日常的運動内容の実施状況 

 
図-7  日常的な週間運動時間の分布 

 

図-8  関係者の日常的運動についての認知割合 
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3. 健康的活動に関わる要因分析 

 

 健康的活動として，健康的交通手段での外出および日

常的な運動に関わる要因を特定する． 

 

(1)健康的交通手段での外出判別モデル 

 健康的交通手段での外出有無に関わる要因を特定する．

このため，徒歩での外出有無および自転車での外出有無

に関して，それぞれ二項ロジットモデル（ロジスティッ

ク回帰モデル）を適用して，各要因の係数パラメータを

推定する． 

 徒歩での外出有無についての判別に関して，AICを基

準として説明変数を取捨選択した結果として，最終的な

パラメータ推定結果を表-2に示す． 

 推定結果より，女性は徒歩での外出をしない傾向が有

意に高いことがわかる．一方，自転車移動時間に応じて，

徒歩での外出の傾向が統計的に有意に高い結果となって

いる．健康意識については，健康への関心が特に高い場

合にも，徒歩での外出に有意に影響がある．また，積極

的運動意識が特に高い場合にも，徒歩での外出の可能性

が高い傾向がに示されている． 

 つぎに，自転車での外出有無に関して，ロジスティッ

ク回帰モデルを適用する．AICを基準として説明変数を

取捨選択した結果として，最終的なパラメータ推定結果

を表-3に示す．推定結果より，60歳代および学生は自転

車での外出傾向が有意に高いことがわかる． 

 

(2)健康的交通手段での移動時間モデル 

 健康的交通手段での移動時間に影響する要因を特定す

るために，一般化線形モデルであるワイブル回帰モデル

を適用する． 

このとき，健康的交通手段での移動時間 t の確率密度

分布 f (t)にワイブル分布を仮定して，式(1)のように表現

する． 

 f(t)=p(t) p-1exp{-(t) p }   (1) 

 ここで各種要因kの説明変数xkにより，身体活動量tの

期待値は，式(2)のように記述できるとする． 

=exp{k xk}   (2) 

 最尤推定法により，係数パラメータkと形状パラメー

タpを同時に推定することが可能である． 

徒歩での外出のある 376サンプルを対象に，ワイブル

回帰モデルを適用した徒歩移動時間モデルについて，各

要因の係数パラメータおよび形状パラメータ pを推定す

る．AIC を基準として説明変数を取捨選択した結果とし

て，最終的に得られた徒歩移動時間モデルのパラメータ

推定結果を表-4 に示す．形状パラメータ pの推定値は 1

より小さく，徒歩移動時間に応じて割合が単調減少する 

表-2  徒歩外出判別モデルの推定結果 

 

 

表-3  自転車外出判別モデルの推定結果 

 

 

表-4  徒歩移動時間ワイブル回帰モデルの推定結果 

 

 

傾向にあることがわかる． 

推定結果より，通勤通学以外での外出がある場合に

は，徒歩移動時間が有意に大きいことがわかる．また，

自転車移動時間に応じて徒歩移動時間が大きくなる傾向

が有意にある．週間運動日数についても，それに応じて

徒歩移動時間が大きくなる傾向が有意にある．また，積

極的運動意識が特に高い場合には，徒歩移動時間が有意

に大きくなる．一方，生活改善意識が特に高い場合には，

徒歩移動時間が有意に小さくなる．これは，生活改善に

より健康を保持してようと心掛けがあり，必ずしも身体

活動を必要としていないからではないかと考えられる． 

 つぎに，自転車での外出のある191サンプルを対象に，

ワイブル回帰モデルを適用した自転車移動時間モデルに

ついて，各要因の係数パラメータおよび形状パラメータ

pを推定する．AICを基準として説明変数を取捨選択し

た結果として，最終的に得られた徒歩移動時間モデルの

パラメータ推定結果を表-5に示す．形状パラメータpの

推定値は1より小さく，自転車移動時間に応じて割合が

単調減少する傾向にあることがわかる． 

 推定結果より， 徒歩移動時間は統計的に有意となっ

ており，自転車利用がある場合には徒歩移動時間に応じ 

説明要因 推定値
定数項 0.947 5.80 *
⼥性 -0.545 -2.53 *
⾃転⾞移動時間[hr] 0.735 1.99 *
健康への関⼼：特に⾼い 0.646 2.41 *
積極的運動意識：特に⾼い 0.861 1.82 .

t値

説明要因 推定値
定数項 -0.636 -6.17 *
60歳代 0.766 3.06 *
学⽣ 2.428 2.24 *

t値

説明要因 推定値
定数項 2.423 9.71 *
外出あり（通勤通学以外） 0.560 2.31 *
⾃転⾞移動時間[hr] 0.214 2.24 *
週間運動⽇数 0.069 3.10 *
⽣活改善意識：特に⾼い -0.382 -2.58 *
積極的運動意識：特に⾼い 0.396 2.49 *
形状パラメータp 0.879 -3.39 *

t値



 

 

表-5  自転車移動時間ワイブル回帰モデルの推定結果 

 

 

て自転車移動時間が大きくなることがわかる．20歳代あ

るいは有職者の場合にも，自転車移動時間が大きくなる

ことが統計的に検証された． 

 

(3)日常的運動に関する要因分析 

日常的運動の有無に関わる要因を特定する．このた

め，日常的運動の有無について，ロジスティック回帰モ

デルを適用して，各要因の係数パラメータを推定する．

AICを基準として説明変数を取捨選択した結果として，

最終的なパラメータ推定結果を表-6に示す． 

推定結果より，女性では推定値が負となり，日常的運

動が実施されていない傾向が統計的に高いことが示され

ている． 

年齢階層に関して，日常的運動が実施されていない傾

向は，30歳代では特に高く，40歳代および50歳代でも比

較的に高いことが有意である．一方，積極的運動意識が

特に高い場合，家族あるいは友人が日常的に運動してい

る場合には，運動が実施される傾向が高いことが統計的

に有意となっている． 

つぎに，日常的な運動の無いサンプルを除いて，通勤

通学など移動以外での運動時間に影響する要因を特定す

る．このため，一般化線形モデルであるワイブル回帰モ

デルを適用して，各要因の係数パラメータを推定する．

AICを基準として説明変数を取捨選択した結果として，

最終的なパラメータ推定結果を表-7に示す．形状パラメ

ータpの推定値は1に近い値であり，必ずしも週間運動時

間に応じて割合が単調減少する傾向とはいえない．また，

推定値は統計的に有意ではないため，他の分布形状につ

いて試行することが必要である． 

推定結果より，女性では推定値が負となり，日常的運

動が実施されている場合でも，運動時間は小さくなる傾

向が有意にみられる．年齢階層に関しては，パラメータ

推定値はいずれも負値であり，20歳代で最も低く，年齢

階層が高くなるに応じて徐々に高くなる傾向がみられる．

したがって，年齢が低いほど運動に取り組む時間を確保

できていないことがわかる． 

40歳代および50歳代でも比較的に高いことが有意であ

る．一方，積極的運動意識が特に高い場合，家族あるい

は友人が日常的に運動している場合には，運動が実施さ 

表-6  日常的運動判別モデルの推定結果 

 

 

表-7  週間運動時間ワイブル回帰モデルの推定結果 

 
 

れる傾向が高いことが統計的に有意となっている．通勤

通学以外での外出がある場合には，徒歩移動時間は有意

に高いのに対して，週間運動時間は有意に低い結果とな

っている．一方，健康への関心が特に高い場合および友

人が日常的に運動している場合には，週間運動時間が大

きいことが統計的に有意となっている． 

 

 

4.  おわりに 

 

本研究では，地方都市の居住者を対象とした健康活動

調査に基づいて，日常的な健康活動の促進に関わる要因

を特定した．本研究の成果は，以下のように整理できる． 

[1] 自転車移動時間に応じて徒歩での外出傾向が高くな

るとともに，徒歩外出者の徒歩移動時間も大きくな

った．また，徒歩移動時間に応じて自転車外出者の

自転車移動時間も大きくなることが示された．この

ように，徒歩移動時間と自転車移動時間は相互に関

連性があることがわかった．  

[2] 運動有無に関しては，積極的運動意識との関連に有

意な関係があった．また，運動時間に関しては，健

説明要因 推定値
定数項 2.829 24.39 *
20歳代 0.658 2.93 *
有職者 0.495 3.93 *
徒歩移動時間[hr] 0.636 4.07 *
形状パラメータp 0.808 -3.86 *

t値 説明要因 推定値
定数項 0.495 2.10 *
⼥性 -0.712 -3.23 *
30歳代 -1.174 -3.71 *
40歳代 -0.679 -2.34 *
50歳代 -0.677 -2.30 *
関係者運動：家族 1.074 4.58 *
関係者運動：友⼈ 1.316 3.52 *
積極的運動意識：特に⾼い 3.335 4.54 *

t値

説明要因 推定値
定数項 6.404 16.75 *
⼥性 -0.272 -2.04 *
20歳代 -1.682 -4.79 *
30歳代 -1.450 -4.95 *
40歳代 -0.936 -3.31 *
50歳代 -0.969 -3.49 *
60歳代 -0.832 -2.92 *
外出あり（通勤通学以外） -0.865 -3.07 *
関係者運動：友⼈ 0.395 2.52 *
健康への関⼼：特に⾼い 0.331 2.76 *
形状パラメータp 0.961 -0.89

t値



 

 

康への関心との関連に有意な関係があった．したが

って，健康意識および運動意識を啓発することが運

動の促進につながることが検証された． 

[3] 女性では，徒歩での外出がない傾向が高く，運動有

無および運動時間ともに負の傾向が検証された．ま

た，運動有無および運動時間ともに，友人の運動が

有意となっており，親しい他者の運動が，日常的な

運動に影響することが示された． 

また，今後の課題としては，外出および日常的運動に

よる身体活動量を計測し，身体活動を促進する要因を特

定することが挙げられる． 
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ANALYSIS FOR PROMOTION OF DAILY ACTIVITY  
FOR HEALTH IN LOCAL CITY  

 
Masashi OKUSHIMA 

 
The present study aims that the factors are specified for promoting daily physical activities in the target 

urban area in the Tokushima prefecture of Japan, where the residents depend on the vehicles for daily lifes. 
Therefore, the daily travel behaviors, the daily physical activities, the concerns for health and the personal 
attributes of residents in the target area are investigated in the internet questionary survey. The indexes of 
the healthful activities such as walking time, cycling time and physical activity time are analyzed with the 
Weibull regression model to specify the factors. As the result, walking time is statistically related to cycling 
time mutually. It leads to the physical activity to promote concern for exercise, as the daily physical activity 
is statistically depended on the positive concern for physical activity. Forthermore, the daily physical ac-
tivity is influenced with the execise of familiars. 


